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要旨
2021年 5 月に名古屋市東部の緑地において，市内初記録となるラン科ムヨウラン属ホクリクムヨウラ

ンを確認した．愛知県における本種の記録は 5 例程度と少ない．確認した株数は 1 株だが，草丈は
40�cm以上で花茎数が40本以上ある大株で，十分な年数の生長を経た個体とみられた．生育地の植生は，
高木層はコナラ，ヤマザクラが優占し，亜高木層にカクレミノ，ヒサカキ等が発達した林分だった．本
種の周辺数十メートル内には，同じくラン科で菌従属栄養植物のエンシュウムヨウラン，ジガバチソウ，
コクラン，ウマノスズクサ科のヒメカンアオイなども生育していた．

はじめに
2021年 5 月に名古屋市天白区の緑地において，ラン科

ム ヨ ウ ラ ン 属 ホ ク リ ク ム ヨ ウ ラ ンLecanorchis 
hokurikuensis�Masam.と思われる個体を確認した．2019
年に結実後に枯れた大型のムヨウラン属の花茎を確認し
ており，2020年の花期に花を見に行ったところアブラム
シが沢山ついておりまともな花が残っていなかった．�
そこで2021年に再確認を行った．

本種は日本固有のムヨウランLecanorchis japonica 
Blumeの変種（Hashimoto，1990）で，ムヨウラン属の
中では最北端に生育する（中田，2001）．基準産地は富
山県で（正宗，1963），その後，北陸地方等の日本海側
における発見が多く，近年では，東京都などでも報告さ
れている．北陸地方の丘陵地帯のモミ林やコナラ林，一
部はアカマツ林などでは普通に見られ，富山県内では，
アカガシ林，ウラジロガシ林，コナラ・ブナ林，シイ・

アカガシ林における生育の報告がある（中田，2001）．
本種の愛知県内での確認例は 5 例程度と少なく，名古

屋市内では初確認である（中部植生研究グループ，
1974；1980；1991；1992： 愛 知 県，2018： 愛 知 県，
2020：名古屋市，2020）．生育環境の情報は，本種の今
後の分布や保全方法の検討のために有意義と考えられる
ことから，その生育状況並びに生育環境について報告す
る．

同定
2021年 5 月に名古屋市天白区内の緑地でムヨウラン属

1 株を確認した（図 1 ）．花は終わりかけであったが多
数の開花を確認した．草丈は41.5�cmで，花茎は48本の
大株だった．

淡紫褐色の花は平開せずに閉じ気味で，花茎の先の方
に集まってつき，その多くは下向きに咲いていた（図 2 ）．
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また，花茎は黄色みが少ないなどの特徴が観察されたこ
とから（芹沢，2005）（図 1 －図 3 ），ホクリクムヨウラ
ンと同定した．上記サイズから，本種としては十分なサ
イズに生長した個体とみられた．

標本調査
本種の愛知県内で採集された標本について，芹沢俊介

氏（愛知教育大学名誉教授）が私蔵する標本を調査した
結果，豊橋市，田原市，瀬戸市，春日井市で確認されて

いたが，名古屋市では初記録であった．愛知県内ではい
ずれの生育地でも個体数が少ない希少種である（愛知県，
2020）．本種は全国的には21県で絶滅危惧のランクが付
いている．北陸地方を中心にそのランクが高い．中部地
方で確認されている県では，いずれも絶滅危惧Ⅱ類の判
定である（表 1 ）．

図 1 　発見個体の様子．草丈41.5�cmで花茎は48本確認された．

図 2 　淡紫褐色で平開しない本種の花

図 3 　唇弁の中裂片における毛状突起
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植生環境
2016年に本種生育地において10�m×10�mコドラート

の植生調査を行った結果を表 2 に示した．この調査は 9
月に行ったが調査時には本個体は確認できなかった．
2021年確認時のサイズからすれば，2016年植生調査時に
少なくとも地下部は生育していたと考えらえる．同属の
エンシュウムヨウランLecanorchis suginoana�（Tuyama）�
Seriz.は不規則に隔年～数年程度に開花する生態も確認
されていることから（吉野・長谷川，2016），植生調査
した年は開花しなかったか，結実しないまま早々に枯れ
たものと思われる．

各階層の優占種は，高木層がコナラQuercus serrata，
亜高木層がカクレミノDendropanax trifidus，ヒサカキ
Eurya japonica，アオハダIlex macropoda，低木層がヒ
サカキ，アラカシQuercus glauca，イヌツゲIlex crenata，
ソヨゴIlex pedunculosaだった．

本個体の周辺数十メートル内には，同じくラン科で菌
従属栄養植物のエンシュウムヨウラン，ジガバチソウ
Liparis krameri，コクランEmpusa nervosa，ウマノス
ズクサ科のヒメカンアオイAsarum takaoi（ここでは，
ゼニバサイシンAsarum takaoi�var.�hisauchiiとの区別を
しない）なども生育していた．

今後の保全に向けて
名古屋都市圏では，都市近郊林の常緑広葉樹林化に伴

いエンシュウムヨウランが増加しており（芹沢，2005），�
2004年には準絶滅危惧に判定されていたが（名古屋市，
2004），2010年のレッドリスト改正時にはリスト外となっ
た（名古屋市，2010）．エンシュウムヨウランと同属で
ある本種は，外生菌根性の菌との共生関係を築き，中で
もチチタケ属の菌と高い特異性を示す（谷亀，2011）．

そのため，エンシュウムヨウランとホクリクムヨウラン
が同所的に生育していることも報告されている（設樂ほ

表 1 　�中部地方におけるホクリクムヨウランの絶滅危惧�
ランクの判定状況

出典：野生生物調査協会・EnVision環境保全事務所（2021）

表 2 　�生育地の植生環境（2016年：10�m×10�mコドラート
の植生調査）

+は0.5%未満，rは0.25%未満もしくは実生 1 個体

ヒメカンアオイ
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か，2017）．両種共にコナラなどの落葉広葉樹からシイ・
カシ林など常緑広葉樹の林床に生育し，鳥取県下ではス
ダジイ林でも確認されていることから（谷亀ほか，
2012），里山由来の二次林の遷移が進行するに伴って，
本種も増加することが考えられる．なお，富山県では標
高約250m以下の社寺林など，ウラジロガシやアカガシ
からなる常緑広葉樹林や常緑広葉樹が混じるコナラ林で
確認されており，多いところでは100個体を超えるとの
報告もある（中田，2001）．名古屋市内ではウラジロガ
シは絶滅危惧Ⅱ類（VU）（名古屋市，2020）の稀な種で
アカガシは見られないが，常緑広葉樹が混じるコナラ林
は増加していることから，近い将来に群生地が確認され
ることもあると思われる．

現在では県内でも生育地，個体数共に少ないため（愛
知県，2020），現存する生育地を森林環境として維持する
ことが重要である．これからの都市近郊林では，本種の
様に，植生遷移が進行した環境で生育する種もその生育
環境を丁寧に読み解き保全することで，里山保全の対象
となることが多い陽地性の希少種と共に，都市近郊林に
おける生物多様性を高く維持することが出来ると考える．

証拠標本：ホクリクムヨウランLecanorchis hokurikuensis�
Masam.，愛知県名古屋市Aichi�Pref.�Nagoya�City,�May�
21,�2021,�NBC-NP�11227．
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